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データのばらつきを
理解するための基礎力育成

品質管理における
データの可視化と

分析のための基礎固め

データリテラシーの向上を
通じたコミュニケーション

の円滑化

２ ３

2026

Fri.

911

 研究開発部門等において初歩的なデータ解析が必要な方
 組織全体の統計学に関する知識を揃えたい方
 基礎的な数値の取り扱いやグラフの見方を学びたい方
 統計学を一から学びたい方
 基礎統計学を学ぶ前に前提知識の確認をしたい方

オンライン (zoom)

15,000円（税・テキスト代込）

統計検定®３級レベル（一部2級相当）の講義内容です
*統計検定（R）は一般財団法人統計質保証推進協会の登録商標です。
*本講座は統計検定®の公式講座ではありません。

対象者

会 場

受講料

受講レベル

品質管理や研究開発におけ
る統計学の重要性が増す中、
統計学の基礎知識を持つ人材
の育成が急務になっています。

特に、データの分析や解釈
を正確に行う能力は、製品の
品質向上や研究成果の信頼性
向上に直結します。

本講座では基礎的な統計学
の知識を深め、データの正し
い活用が可能な人材の育成を
目指します。

初学者やリスキリングのための

講師

⾧谷川 雄一郎 氏 株式会社ワールドインテック
R＆D事業部 教育研修課 主任 博士（工学）

略歴:
研究社員として研究業務に従事後、社内で細胞培養、統計学の教育を担当。
製薬会社製造・品質管理部、国立大学工学部化学科などで統計学研修を行う。
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統計学
入門
統計学
入門 －統計検定®２級～3級レベルの

知識習得を目指す第一歩－

豊富な演習で“使える統計”を体得!
データの正しい活用で製品や研究成果の
品質・信頼性の向上を目指す!



カリキュラム 2026年9月11日（金） 10:00～16:00

内容科目時間

測定値がどれだけ接近しているかを示す精度と測定値が真の値にどれ
だけ近いかを示す真度について学びます。①精度と真度

予測できない変動によって生じる測定誤差の偶然誤差と、測定装置の
不備や環境条件などによる偏った誤差の系統誤差について、具体例を
交えて学びます。

②偶然誤差と系統誤差10:00～
12:00

名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度について学びます。③データの尺度

それぞれの概念について、具体例を交えて学びます。④離散変数・連続変数、計数値、
計量値

データの分布や変動を視覚的に理解するための手法について学びます。⑤ばらつきの可視化

平均値・分散・標準偏差の概念や算出方法について学びます。Excelの
数式の使い方を学び、研修内で手を動かしてExcelの実践講習も実施し
ます。

⑥平均・分散・標準偏差13:00～
16:00

単位や規模が異なるデータセット間のばらつきの比較に使用される変
動係数（CV)や、測定精度の評価などで使用される相対標準偏差
(RSD)について学びます。

⑦変動係数・相対標準偏差
（RSD)

棒グラフと折れ線グラフ・箱ひげ図・散布図・ヒストグラム等につい
て学びます。実際にExcelを活用してグラフの作成を実施します。
（①～⑦の各パートでもグラフ演習します）

⑧グラフ研修

演習用に Microsoft Excelが使用できるPCをご用意ください。
申込締切後、受講決定者には受講票・受講料請求書等の必要
書類をお送りします。
申込締切後でも、定員に余裕がある場合はお申込み受付可能
な場合がございますので、 お問合せください。
講義中、許可なく講義内容の一部、およびすべてを複製、転
載または撮影、配布、印刷 など、第三者の利用に供すること
を禁止します。
やむを得ない事情により、日程・内容等の変更や中止をする
場合があります。
本講座は一般財団法人統計質保証推進協会の公認講座ではあ
りません。

KISTEC教育講座「統計学講座」ホームページよりお申込み下さい。

ホームページからのお申込みができない場合は、メールまたは
お電話でお問合わせください。

地方独立行政法人神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC)
人材育成部 教育研修グループ

申込要領

本講座に関するお問合わせ

【溝の口支所】
〒213-0012 神奈川県川崎市高津区坂戸3-2-1 KSP東棟１F

後援・協賛
（一部申請中）

川崎商工会議所
(株)ケイエスピー

＜敬称略・順不同＞

講座の詳細
HPトップ＞講座・研修
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